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企画書（案） 

saveMLAKロゴ「MLAK（ムラック）くん」 絵本プロジェクト 

 

企画立案：山村真紀 

１．ムラックくんの絵本がほしい！ 

・2011年の図書館総合展のアイデアの一つ「ムラックくん」で本がつくれないか？ 

・家の本棚にムラックくんの絵本があったら……（夢想） 

・2013年 6月 30日 saveMLAK報告会にて、渡辺ゆきのさんへ打診 →「作りたいです！」 

 

２．読み聞かせできる絵本がいい！ 

・小さいお子さんにも読み聞かせできる本がいい 

・プレゼントにも最適な本（MLAK関係者への贈り物？） 

・10年後にはMLAKといったら「ムラックくん！」とイメージしてもらえるように…… 

 

 

３．全国の図書館にムラックくんの絵本を置きたい！ 

・全国の図書館にあるなら、全国の書店にもある、学校や幼稚園、保育園にもある。 

・図書館だけじゃなくて日本中のMLAKにいったらムラックくんに会えるように…… 

・そして各国語に翻訳されて、世界のムラックくんへ…… 

 

４．10年後には日本中みんな知っている「ムラックくん」の実現のために 

・絵本コンテスト（コンクール）に応募する→受賞する（できるレベルを目指す）→出版 

・1冊の絵本から広がるムラックくんの世界（グッズやアニメ化、ムラックくんといくMLKAとか） 

・saveMLAKを知らなくても、ムラックくんを、つまりMLAKを知ってもらいたい。 

 

・幼稚園、保育園では、３～４分の本。小学校では、５～６分ぐらいで読める本 

・ページでいうと、24 ページくらいまでのもの（11場面）だと、読みきかせには、ぴったり 

・よけいなものをそぎ落として、シンプルであり、強く訴えかけるもの 

・小さい子が楽しめる絵本は、大きい子も楽しめる 

・大きい子に向けて描かれた絵本は、小さい子は理解できない。 

・わかりやすくて、シンプルな絵本が人気。そして、読後感がいいものが求められる。 

・いいお話というのは、「行きて帰りし物語」、読みきかせに向いているのもそういったお話 

・お話と同様に、シンプルな色づかい、輪かくのはっきりしたもの、そして力強い絵 

・「動物」「食べ物」「車（乗り物）」といった子どもが好きな３つの要素 

参考：番外編・こんな絵本が読みたい！ 全国訪問おはなし隊より（講談社 絵本通信） 

http://bookclub.kodansha.co.jp/ehon/interview30.html 
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参考：絵本コンテスト一覧 

 

・第 35回 講談社絵本新人賞  2013年 6月 15日締切 

http://bookclub.kodansha.co.jp/ehon/youkou.html ★ 

 

・第 6回 絵本テキスト大賞  2013年 8月 31日 必着 

http://compe.japandesign.ne.jp/jibunkyo_ehon_text/2013/ 

 

・白泉社 MOE 絵本グランプリ 第２回締切: 2013年 09月 20日 (金) 

http://www.moe-web.jp/writer/grandprix/granprix.html 

 ＊複数人による共作も可。★ 

 

・第 6回 Be絵本大賞 2013年 7月 7日（日）～11月 11日（月） 

http://be-ehon.fujitvkidsclub.jp/ ★ 

 

・第 9回 家やまちの絵本コンクール 2013年 9月 6日 

http://www.jutaku-sumai.jp/ehon/index.html 

 

・ローソンクルー♪あきこちゃん絵本コンテスト 2012年 5月 28日 

http://www.pict-box.com/pages/contest/k1  

 

・第 29回 ニッサン童話と絵本のグランプリ 作品募集 2012年 10月 31日 

http://www.nissan-global.com/JP/CITIZENSHIP/FAIRYTALE/index.html 

 

★は山村がいいなと思った応募先です。 

 

 

他： 

・ＢＣＣＫＳ http://bccks.jp/ を使ってみる。（自費出版もできる） 

BCCKS（ブックス）は、誰でも無料で『電子書籍』や『紙本』をつくり、公開し、販売することができる Web

サービスです。 

エディタで一冊本をつくるだけで、Web ブラウザ、iPhone、iPad、Android、紙を含むすべてのデバイスにス

ピード出版できます。 

BCCKS のリーダーアプリの他、EPUB3ファイルでお好きなリーダーでも読書をお楽しみいただけます。 

Kindle ストア、iBookstore、楽天＜kobo＞イーブックストアなどの主要電子書籍ストアで販売することもで

きます。 

http://bccks.jp/

